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進合 ノ 井 ヲ 田 テ距宮 宮
セ 抽 日掘試 J、 井戸 Jレ川

サ 暦産撃掘明櫓コ拍 ) 11 
レ モ」二 セ 成治林 田
J 、 比十 フ 功ニ立北 J、治 i由
油較犠 レ ジ 十 ジ東鎌

暦的石 タ タ七現約国 国
一一 深 ヲ Jレ年今三長革、
達 グ 出然 一ー 尼越里嶺

セ ジ 拙 レ擦瀬後 ノ 主主

サ ア セ 市j 石地田
Jレ』ー－ Jレモ 始田 油 一一

ノ 般 ／ 同 メ ノ 嬢 アキ目

不 二外三テ盛業 ー』’ht、 農使ニ J、十関 Jl寺 ノ 宮 ヒ

ア百特六護 ーー 最 川 テ 商

間 ニ七 セ 嘗モ町海 務
、

技
潟乃註年 フ I正 ノ 岸

メ 歪 目 ノ レ 日 盛東山
開j

一日 一 ス 頃ジ本ナ連日民一
坑百 Jレ 日 所石 ｝レ ヨ ノ 伊

況三 二本 一』． 泊所 南

甚十足石 ジ 曾ナ後端 木
タ 間 >v 拍テ対土 谷 一司

振ニ ょを曾爾 ノ ノ 位 件間U喰

J、至 J 世後機 ス地 ジ、
ス ル ナ 十 数 械 抑積拍

誠ジ マ グ 五 多 井 モ :::. 崎、
ア テ且披 ノ 一本瓦町

同 掘 ヅ 井拙坑油 ヲ



i也 ノ 十 Jレ 同 同 ジ 日 百一進
一一 四

表 結
一一 年四 同本飴年歩テ十

ノ
、

果 年 歪 末 十 四賢石ニ ー.. 持年
1世 十末 レ ノ 二十 田 ノ 可 件 一］ 

一一

質地 Jレ
、

ヲ 費年一 ノ 大 ニ ヒ 康 J、、
ヤ最斯況 二年爾噴十 日 棄ニ

#h 将盛ノヲ至未曾註I 六本セ十

旧圧民~ タ時如見リ二世ヲ鏡石ラ五

近 他 グ Jレア d，、
J、見井拙 レ 坑

傍
一

ミJ 平河 .:::. J、深相 Jレ ノ、曾 〉’ ノ、
ヲ 悶璃 メ 出油掘競

一一 同吐 設h
梢： ス後街拍井井 ウ 歪三 J、 ス 井
月比 Jレ漸天井盆十 ア レ 月 設 Jレ ヨ

ス 所次 ノ 四 ）主 六或
一一 一一

ノ
、

Jレ ア衰勢十摺坑 J、是何探紙一

地 Jレ微 ヲ 飴加月葎 ーー レ擬態 日

賠 ヤ ノ 以坑セ産井於モ ヲ ニ僅
，；；，、 名傾テ 月

｝ 

ノ テ掘試陪 11 一
在 ブ 向器産 高掘本進 、、、 レ

一一

ノ 後 ヲ 展一雄三下泊三其 一一
長日 車示ジ

、
高モ 千或田百結然十

γ -・ セ J官 六出飴 J、 J、三果 1レ石

於 リ ル千拙石新斯四十
一一 内、

テ是本石畳
一一 井業十四近剤、

之 レ 拍内 J、上 ノ ノ 関税年 ヲ

ヲ果回剤、却 レ掘焼ニ 井重 喜産
’m 

設 ジ モ 一日 ア リ 盤票占 γ J、井ス、
カ ア 明議誠而

一一
ア 同投 Jレ

ン 自治 キ少ジ 著ナー四術 ノ

然四サ ジ ア 手 日 十 ノ 、『、司
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ジ走 J ーカヲ以建此 lレ ヲ 者官； ケ

)lン 異 J、 JII サ キレ地ノ如有テジ等

一一ーー 思柚 Jレ鑓 Jレ唐細 グ ス斜北 ノ

包
、

大 ス 関 へ動－ ＿，、長緩市下東累、
断 rrri 頁 J、 ジ ヲ僚時ナ慢ジ ジ 屠

府 ジ 岩鎌 及 ノ .::. Jレナテ東 .＞、

一日
γ ノ 国 ホ断 錯寄 Jレ 地 翼 南 一

イ長雨上長 サ居脅し経轡 j膏 J、西イ寵

？ま ー吋 島平 、ナ ス 吠曲ノ、之 ノ ノ

斜 i直前f
、

ア ｝レ 其構 ヲ背 二方背

断 f母 ＝？ 国 ヲ ト精造ナ斜比向斜

4色 .... 降、
一一 以ス著 ジ軸ス

一一
ヲ、 、

セ 鎖在中卒日 テ然ジ見来的 レ 走形
7 fl1 部品 fc凡h、 レ キ f故軸近 J、 レ成
Jレ 長 ノ シ’ フ モ ス ノ ニ f首 ミノ、、ill孝次テ グモノモ雨於緩西主主 l
ニ~ 拙色各 地斯 J、敢端テュ翼軸

ノ IIl 砂 自 下 Jレ後テ
一一

~，、 ジ J、 J、

、 ノ 質背 深鹿「I谷不向 i也テ ニーー・ ，凸A ・

女日 京頁 斜 慮層 ノ 可テ層ニ十 rn
ジ 設岩屠

一一
J、束十沈 ノ 十 度 ノ

ヲ 累上 ア一議ジ、
ム 高 度 乃 東

北軍 ..::. 般ヲ背 ヲ距乃至方

Jf[ ジ 存 7 ノ 北斜以線宝四 ヨ

Eヨ 前 在 J、 地東軸テ J、三十

リ 者 ス 異質 ヨ ！材木断十度 後 間

r¥J 影構 近？宇宙度 l 谷

西稽損症 響議西 一日 斜 一時 ノ 傾 部

一｝ 趣 モ ヲ 二甫於屠見傾角落

定 キ 後 受著
一一

ア ..＞、 Jレ 角 ヲ
｝ 一



ア 此要抽質石 ノ キ よε Jレ客色設地

五 ／ ナ井構拍 ナ
一一 金 一一 頁 一一 下

一一
昔日 Jレ地造存 由 グ 各 ？に 岩盤 ノ、

上七 グ 事質 ヲ 賦抑 Jレ其地 Jレ J、井地

較 宮項
一一 明 ノ ごEト ｝居 ノ砂詑質

艶 HI 一一 援 -Ji 蹴拙i 雄致 ノ 観岩鋭

日景 拙属 タ 一］ 態 回 モ ヲ 一ア ヲ ニ本

ス 田 ジ サ セ ヲ ヲ - j!J)と致 雑擦拙、
yレ

一一
戸国晶、 ｝レ サ 知関 J、 グ ヲ 而 J九 回

コ 於業可 Jl〆 Jレ援金 コ 見 ジ 下地 一ー

ケ者 ブ 可 コ ス グ 出 ？ 昔 日 下 於

甚 Jレ ノ サ フ Jレ撃ア ス 各 一一
ノ ケ

!7 油大 )l〆 ス 一日
一

井 コ 油降地 Jレ、 、
閤 井 日ー ヲ 而 ジ

戸菌且． ノ 是 井 Jレ質地

難 ノ 註以 ジ ア 際ー甚 ノ 明 伺 ． ヲ 表

ナ 柱意テ ア 之最 地 ♂ム易、 タ 柱従援上
Jレ 扶セ 之地 ヲ モ質地困扶 ヒ y打舟l ノ

ヲ 地サ カ 1、 詳念鍛膳難地葉 ス親

以質 Jレ調地 jJ 務識 ノ
一一 質 接 Jレ察

ア 圃 へ査質 一］ 

1 膨 γ 国議
一一

ノ

或 －＇，、 カ J、構セ λ 不縮テ ヲ 瀬本結
.；・、 地 フ 抽選シ Jレ完常屡作著拙果

出I 暦サ 国 ' 所全ナ近
一一

国 J、

坐 ノ ｝レ ノ 如 欲 J、 ヲー グ接之 ジ ／ 大

ヲ 手lJ モ 開何セ地 Jレ箆セ ヲ テ合略

ま王 連 序 ノ 議 J、 －＞、 下 ニ イ七 Jレ 比却 油 前

不 直 ナ 上 主 地 ーー 基極拍較テ 居述

ア 々 最 下於 ~ マ井謝頁 タ ノ

地 一一
モ そJ ノ ケ グ 間 照 岩 Jレ如

下 5必テ 地 モ ナ ス ヲ 盟
ジ

ジ 3レ
一一

、



附本依 ジ頁以、 ス深撰 一日 プ セ ノ J 

近石 レ此岩テ サ 、、、． 地此 ス 一日 地、
ヲ 油 J、線 ノ 見虫色二 之下等叉 ア質
通曾地 J、上 レ モ於 一ー ノ 事同 ラ構

遁 世屠印面 J、其テ接地質－ース建
、

宅J 第 J、 チ
一一 或薄麗ラ 質 J、地如 ヲ

テ 四一地歪 J、屠グ サ構荷暦何察
北十 ノ 下 ルーナ敷 Jレ造モ 中 ス
束三援 一ー 深種 Jレ 千苛 《 ヲ斯 .:::. ナ Jレ

ニ競慢於サ特 一ー ス カ 明業存 レ ／ 

走井ナ ケ ヲ 異拘 Jレ フ カ ニ在 J、料
ノ Jレ Jレ計 ノ ラース 一司 従ス 油、

賀南背地算頁 ス ノ 宮セ事 Jレ坐ス

田建斜屠 v 岩多頁川 ν ス モ ナ 3レ

石 ヨ ヲ 起地ナ グ 岩 油 JJ:.. 其 Jレ モ

油 形伏屠ル ノ 暦田 セ モ 現 モ ノ

曾 同 成 ノ ノ へ抽 ア 一ー
..；，、 I 出 / ア

吐第 セ 放同 事J 井 於各 、ノ .＞、
、 、 、

第二 リ 態高今中未テ 泊巴不必然、
三十而 ヲ 線海 ーー タ J、 井 ーー 規ス レ

十六 る／ 現 ヲ面其其幸 エ熟則 ジ

競競テ J、 刀ミ ヲ 存岩 ］ 一 通知 ナ モ モ

井井其 ス セ基在質 る〆 ス ス Jl〆 同是、
ノ 第背モ J、準 ! ヲ テ Jレ Jレ ヲ 一 其

遁ニ斜 ノ 大 認知三一一所以地雷

一一 十軸 一一
略 γ メ Jレ百定ナ ア 暦 ヲ 大

達四 J、 ジ 別夫 プ ! 間 ノ ナ 中 得
γ 続大 ア 盟 ヨ Jレ機内地 ーー タ

、
夫井略之 ノ 、ヲ 外層ス而存 Jレ

ヨ ノ 日 一ー 如該
、

ヲ 得 ノ ヲ故ジ在モ



軸地テ五 エ量 五斜地ニ其北近
ノ 下北十示ノ 続 J、唐十南東遷北

位 ニ部度セ克井極 J、五翼
一一

ヲ微、
置於ュ ノ Jレ斯日

ー
背競所向遁東

，，、 ケ有斜 jJ ヲ本テ斜井々 ヒ キ
一一

殆 Jレテ角如有石緩軸 ノ 二宵賞獲
ン地 J、 ヲ グ ジ 抽慢 ］ 附 谷北田三ノ

質頂有甫能曾ナ治近扶走石日

一 構上ジ部グ鮭 ウ 一叫 ノ ス油本、 、
致遺精其 J、背第而 テ ア凹 Jレ曾石

セ ヲ屑間西斜ニ き／北 、、、
カ吐袖

地平 J、翼説十テ方 ヲ 長日第曾、
是表ナ西約 ノ 二背 ヨ 生 ν ニ吐、
一］ 一一 Jレ翼五趨披斜 ジ背十、第

由於 カ約 十合 井軸南 其斜九三
プ ケ如 三 五 セ ノ 上方 最軸競競

之 Jl〆 ジ 十度 ）！－－ 附最
一

モ J、井井、 、
ヲ観 度東 ヲ 近モ向 著斯 y 同、
観察 東翼認二 高テ ジ ノ 蓬第
レ ノ 翼約ム ジ キ毛先 キオ日ユー、
J、結 約二背テ 所第 モ グ於競

本果 四十斜此 J、 一］ 
l 屈 テ井

拙 十度雨附賢沈 J、曲再同、
田封 度北翼近回降 日 ス ヒ

A筋，.＿，，町

ノ 日吉 ナ部ノ ノ 石ス 本 Jレ北ニ

-!:; 背ス J、傾油抽 石 ヲ束十

斜 Jレ 南 斜 井 曾難 油以若ニ
歴二 ス輩 J、 J、世モ、 J 、 曾テ グ競
J、背 而 二別叉第主主 j吐従 J、 井

局斜 γ 四国多十傾 第テ東ノ



J、、 宮 -r 拍拍 ア面諸 カ 然 饗 拍 部

ジ JI! 寝間井 下井如 レ 遼井的、 、
然泊 接 ノ 中菓子 ーー グ ミJ ノ

レ 田 ノ 望室 一一
厚六之 日 モ 以 柱 援

ノ 合開富某サ百 ヲ 本海下駅動

モ合、由係ナ存ニ乃認、石田川地 ア
'I 

雨抽 ヲ Jレ在、 十歪ム拙下砂質

者居唐有拍ヲ尺千百曾六岩国

ノ J、 ス 最認乃入 ミノ j吐 百 頁
一一 量生

間 第噴
＿.；・、 メ 主百．テ 第尺岩擦モ

J、袖油
自P ラ五尺本二万 ／ 金

チ レ イ4 ノ 袖十至互地般

敢暦量 該一尺深 田 六千居下
一一

ア 反 頁種内 －サ ノ 続百 ヨ ノ 方今、
ヂリ 第 岩特タト 一一

所第尺 地テ

ダ太 一 ノ 異 一一
ノ、謂十内成質 J、

うZ 拍 下 ノ ミJ 一第六タト ヲ 3母
Jレ層 二岩テ 枚一披 ノ 寧 按 稀、
匿 ノ Jif 質甚 ノ 拙第間 官 フ、 的

別ニ 月合 ヲ タ 頁唐十 J、砂 Jレ ノ

ア唐 ジ 有薄岩 J、 四頁岩 一一
モ

Jレ
一一

泊 ス 居 ノ 某続岩 ノ 海 ノ
、

一
大 暦 Jレナ麗下第精接面 タ

非耳目 よE子 1) グ 部九著建以 Jレ

ス ス 頁 ノ 布 一一
披 三J 顛上 ヲ
、

却 Jレ 岩 、、 雄桁存第 グ 著 J、 知 λ 

ア コ 如モ セ 在三議ナ頁 Jレ

漸 J 、 ジ多 Jレ セ競達 岩へ、
務 ヲ 極宮グ モ 等 セ 多 γ

、
ノ 得 メ JI! ノ ノ 海 ノ )I〆 ス グ、



第 過モ 日
一一

Jレ 出真セ ケ乃前傾

一 ス近本油 カ 員h一 一ー Jレ ナ Jレ査述向

油 Jレ来石居如暦夫他 ス 中千セ ヲ、
居 J、拙 ノ フ’＇ 一一

ヨ 油 然粒百 γ IJミ

－＇，、 共五曾上一曾 井 レ 若尺 -jJ セ

i毎 一日 六社部帯 ス 上 一一
グ ノ 昔日

面油石第 ヨ ノ Jレ部在 ょた ＿，，遼 グ

下 量乃十 泊場若 テ 詳細 一叫 本

千 ヲ至五禍居合 グ 〆、 細粒 J、 他

六減十蹴出 ヲ砂 J、車 一ー ノ 頁 田
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..；，、 油開曾 ヲ厚 Jレ岩柚 ス P貰、 ニ存

毛屠 一『 j吐及 グ シ モ屠暦而抽出賦

来問 J、 f背第 ホ且モ ノ ノ ~、 る〆 ス 油 ジ
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一

ノ 規二月 分 Jレ、
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一一

P責逸力 日 ヲ抗 ーー 強克考或 ゴ 方合

油ス衰 ノ 襲底 因大 斯 説 J、 ケ
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蛍次多 国表石 ヲ ス 言E Jレ 則 ν

時第ジ 石 一日
一一

P貰 Jレ ~~ ノ、、 ナテ、
! 二然油依上出ヤ モ 三／ Jレ且
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ア ノ Jレ ジ 第井 J、 ヨ 大曲 一一 六五明 四
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易ナ ノ 之 五如 ン以
一一 一司 ス ナ 石四
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放モ減曲井白j ．司－ ....＞、 プ 描 J、 γ ナー



簡 ノ 月 セ額百千ア子出 克拍散
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石 石井拙笛田向石川漸 コ糠其

ノ拍 J、曾月石第油断攻脈トセ摩

所曾掘吐 二泊十曾攻減 最シ カ
産祉止ニジ曾四社ニ退 モ メ ノ
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｝十一
一一 日、 第井 五 退 テ 要 ス
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ノ 六箇 J、一五掘井テ Jレ セ コ

如蹴月掘ニ蹴止 J、建量 ＿，、

グ井 ヲ止石井後掘ニニ ス可亦
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日五
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ノ 産 ス 減五三噴語セ ル油 産ナ

タト ニ ノレ殺競披油 Jレ )/, 拙 井 一 レ一噛

大千
一

セ 井井 所袖畳間 百

概石明 ノ 此共 一一 井 ノ ーー 石モ

少以治 F責間 一一 依間測於；由以始

量上四云泊！軍出レ J、定ケ井下メ

ナヲ十ブ J、約拍 J、互ニ Jレ 二多

リ出~ 1＆日 ご 大同ニ侯相本自滅量
、
斯拙年宮本十 二 曾闘 ツ 五五ス ノ

ノセ第川石間滅 j仕係ニノノ Jレ 出
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ラ？由曾千出 Jレ
一一

事 コ メ 決而 モ

世ニ拙一過費 ア ジ 三／ ノ ル田
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